
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ショッピングモール

での地震 

（2022 年 第
 
二号)

発行 2022 年６月
広野台第二自治会自主防災会

情報収集・広報班

神奈川県総合防災センター体験見学会＋勉強会の報告

18 名の方が参加しました

ショッピングモールでの地震

教室で地震が起きたら

まず防災ビデオを視聴

震度５から７の体験

火元の消火で見事鎮火！女性陣も真剣

９時半アサヒサイクルに集合



と感じた  

 

広野台集会所での勉強会（午後 1 時～３時）

【１部 防災センター体験での感想を聞く】

『地震の震度を体験した感想』

（初参加者の意見）

・座れないくらいの揺れに驚いた

・実際の体験はテレビで視ている情報との違いを感じた

・震度７の揺れの体験はすごかった 自助・共助が大事だと感じた

・実験での体験は気持ちの準備が出来ているが、実際の時は大変だろうと感じた

・疑似体験と実際は違うとしても体験出来て良かった。あの揺れの中シェイクアウトで机の下に身

を任すことが出来るか疑問に思った自助として防災ヘルメットが必要

・子供の頃に激しい地震を経験しているので地震体験は出来なかった

・地震体験を２回してみたが、直下型地震の揺れはすごかった

（複数回参加者の意見）

・震度７の体験は怖くて座ってしまった

・座り込んで地震の体験をしてみたが安定感がなかった

・過去参加しているが、今回の震度７では立っているのが怖かった

・実際に体験している震度４や５と比べて震度７の体験は怖かった

・足が悪くなったので、この状態で地震の体験出来て良かった。若い頃震度６の地震体験をしている 

・直下型の縦揺れを体験している人を見ると宙に浮いたので横揺れとの違いを感じた

・阪神淡路の地震の経験があるので家具の転倒防止は大事だと感じている

・震度７では、固定された捕まる所や体を壁に押し付ける等しないと飛ばされると感じた

『煙体験について』

・過去も経験しているが、今回の体験では入口に戻って出口に行けなかった自分に驚いた

『消火体験について』

・消火器の使用方法を体験できたのは良かった

・消火器の使用方法は勉強になった

・消火器の使い方はそれぞれだったが、火元を狙うことが重要で、今回の体験で「ためらい」が

軽減できたのではないかと思う（防災委員）

『その他』

・防災センターの体験見学だけでなく過去やったプラスワンの楽しい企画

を入れて、多くの会員に体験してもらった方が良いと感じた

・見学コーナーの「タンクン」の設置を自治会で検討してはどうか

・女性の参加者が多く良かった

『同行された危機管理課より感想』

防災センターの体験見学会は有意義な経験だったと思う

広野台第二自治会の取り組みは素晴らしいと感じた

トランシーバーの活用にも感心した

今後は車中避難への検討や女性目線での防災に関して意見を求めていきたい



 

 

 

 

 

【２部 家具の転倒防止対策と広野台地区防災計画の説明】

⑴ 家具転倒防止対策実施例の説明

パワーポイントで説明する本部長 ① 壁際食器戸棚は金具で連結・壁固定

② 独立戸棚は上下を

挟み込んで固定

⑵ 広野台地区防災計画について

③ ピアノは壁とベルトで固定

熱心に説明を

聞く参加者

① 地域の現況説明

② 地震発生後の初動対応

⑤ 避難所設営と避難者の誘導

③ いっとき集合場所での近隣対応

④ 本部は自宅避難できない住民の対応

参加者の皆様ご苦労様でした、

今回参加できなかった方は是非来年参加ください


